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むし歯や歯周病などのお口病気の原因であるプラークは，歯の表面に形成されたバイオフ

ィルムであり，その形成には，①口腔内のばい菌同士の相互作用，②歯の詰め物などの成

分や表面の性質，③生体の反応や浸出液などの生体成分の３者の相互作用がかかわってい

ます．最近，逆にこれらを利用してバイオフィルムを抑制することを考え、色々な製品の

開発をしたのでご紹介します。 
① 菌の利用 

口腔内にはオーラルフローラ（お口のお花畑）と呼ばれる微生物叢、つまりばい菌達

の集団が居ます。腸内細菌叢と同様に，その中に乳酸菌を含んでいるため，乳酸菌を

利用することでむし歯になりにくくする研究を行ってきました。特に，高い抗むし歯

菌作用と抗歯周病菌作用そして抗カンジダ作用（カンジダはお口にすんでいるカビの

1 種です）をもった乳酸菌ラクトバチルス・ラムノーザスを用いて，ヨーグルトを作

った研究です。 

 

② 材料の利用 
歯の表面やインプラントなどに抗菌性を付加できるようにするため，手指などの消毒

に用いられる消毒薬とシラン系の固定化部分を持つ固定化ができる抗菌剤（Etak イ

ータック）を合成した。この Etak を吹き付けたり，Etak の液にものや衣類をつける

と、今まで抗菌性を持っていなかったものを簡単に抗菌加工できるというものです。

この Etak には抗インフルエンザ効果もあり，色々な用途で使用できます。 
Etak は、こんなものにも使われています・・・・ 
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